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令和５年度「志教育」実践事例                                   様式３  

宮城県多賀城高等学校 

 

志教育の 

視点 
かかわる ・ もとめる ・ はたす 

 

活動名 １学年社会人講話 

教科・領域等 特別活動 

活動学年等 第１学年生徒 280名 

ねらい 
社会人として様々な分野で活躍する講師の話を聞くことで、生徒の視野を広げ、今後の進路選択や生

き方についての意識高揚を図るとともに、社会観、職業観、人生観の構築の一助とする。 

 

【実践内容】 

 

１ 活動内容 

右表の講座から興味のある２講座を選択し、それぞれ

担当講師との下記の内容についての対話を通して進路意

識の向上を図る。 

・社会人としてその道に至るまでの経緯 

・挑戦することの意味と大切さ（失敗談や苦労話など含む） 

・他者との協力・協働の大切さ 

・高校時代の学びがその後の人生にどのように関わるか 

 

２ 日程 

 

３ 生徒の感想 

・「間違え」は成功へのプロセスであり、「不安」は踏み出している証拠ということが分かりました。 

・私は他人に流されて自分の意見が言えなかったり、周りを気にして自分を表現できなかったりする悩みを持って

います。しかし、講師から「自ら言葉に出して表現することで、自分を周囲が理解してくれ、さらには様々なチ

ャンスが訪れることにつながる」とアドバイスをいただ

き、周りの人に自分の意見を伝えることの大切さが分か

りました。 

・今では立派に働いている大人であっても、過去には何度

も失敗したり、くじけそうになったりした経験があるこ

とを知りました。失敗したときは、失敗に負けないくら

い自分の立てた目標に向かって挑戦し続ける大切さに気

づくことができました。 

・講師の方の行っているＩＴの仕事は、東日本大震災の復

興に貢献していることを知り、驚きました。「仕事をする

こと」は、「誰かを幸せにすること」に繋がることを学び

ました。 

12:10 スタッフ学校到着 

12:50 講師学校集合確認 

12:55～13:10  学校挨拶，事前レクチャー 

13:05～13:15 教室レイアウト 

13:30～14:30 講座１（６０分） 

14:40～15:40 講座２（６０分） 

15:40～16:10  〈生徒〉感想用紙記入 

〈教員〉講師を交えた意見交換会 

講座名

1 少し遠回りしても焦らなくて大丈夫！

2 たどり着いた場所で、暮らしていく。

3 自信がなくてもきっかけ次第で人は変わる

4 周りと違う選択をするとき私が考えていたこと

5 境界（マージナルな位置）に身を置くこと

6 ストレスが生じにくいコミュニケーション　～ジャッジを手放し，プロセスを尊重する～

7 「たがさぽ」のことと、３つのNPOで働く私のこと。

8 可能性は∞

9 今の自分か好き？見方を変えると世界が変わる

10 働くことに不安があるみなさんへ

11 自分らしく生きるー生き方のデザイン

12 大学を留年！（２回）おかげで社会人人生楽しめています！

13 大学には、なぜ普通科がない？（学科選びのポイント）

14 保育園で働く看護師に聴いてみよう！

15 失敗からの再スタート！人生を面白くする方法

16 しゃべる仕事の魅力って・・・無限大です！

17 進路選択＆就活（人生）に効く海外体験。効かない海外体験。

18 失敗は成功のもと。怖がらずに前に進もう！

19 迷いの中にいる君へ

20 生き方を見つけるためのチャンスのつかみ方

21 こころ元気に生きていこう！

22 今の自分は過去の自分からできている

23 高校時代に夢や希望がなくてもそのうち見つかるさ！

24 「憧れ」があれば、頑張れる。

25 仕事を決める、人生を決めるってなんだろう？


